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令和 3 年度令和 3 年度

成人式成人式

ひがしあがつまひがしあがつま
住民が誇りを持って暮らすまち住民が誇りを持って暮らすまち

広
報
広
報

１月９日にコンベンションホールで令和３年度成人式が行われました。新成人たちは
式を終えた後、久しぶりに顔を合わせた友人たちと会話や写真撮影を楽しんでいまし
た。当日の様子は２～５ページをご覧ください。

ＣＯＮＴＥＮＴＳＣＯＮＴＥＮＴＳ
★ 令和３年度成人式★ 令和３年度成人式
★ 介護予防・日常生活支援総合事業の充実を図ります！★ 介護予防・日常生活支援総合事業の充実を図ります！
★ 新型コロナワクチン３回目の接種が始まります！★ 新型コロナワクチン３回目の接種が始まります！
★ 税の申告はお早めに！ ★ 税の申告はお早めに！ 
◆ 東吾妻町の歴史・文化探訪 ◆ 東吾妻町の歴史・文化探訪 
◆ お知らせコーナー ◆ お知らせコーナー 
◆ みんなの広場 ◆ みんなの広場 



成人式

東吾妻町の新成人 2022!
対象年代　▶　平成 13年度生まれ
該当者数　▶　120 人
出席者数　▶　95人（79.2％）

～～ PPHOTO　HOTO　RREPOR T ～EPOR T ～

Coming of ageComing of age
 Ceremony  Ceremony 22002222!!

新たな新たな門出門出
大人への一歩 踏み出す大人への一歩 踏み出す

【東】 25人（20 人）
【太田】 17人（12 人）
【原町】 35人（29 人）
【岩島】 26人（19 人）
【坂上】 17人（15 人）

内　
訳

※（ ）内は出席者数
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令
和
４
年
１
月
９
日
㈰
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
で
『
令
和
３
年
度
成
人
式
』
が
行

わ
れ
、
華
や
か
な
振
り
袖
や
袴
、
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
、
新
た
な
門
出
を
迎

え
ま
し
た
。

　

新
成
人
た
ち
は
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ

せ
た
友
人
た
ち
と
会
話
や
写
真
撮
影
を
楽
し

み
、
旧
交
を
温
め
合
い
ま
し
た
。
１
２
０
人

（
東
25
人
・
太
田
17
人
・
原
町
35
人
・
岩
島

26
人
・
坂
上
17
人
）
が
晴
れ
て
成
人
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

マ
ス
ク
の
着
用
や
検
温
、
密
に
な
ら
な
い
よ

う
間
隔
を
広
く
確
保
す
る

な
ど
の
感
染
症
対
策
を
講

じ
た
う
え
開
催
し
ま
し

た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
県
知
事
を
は
じ
め
、

県
出
身
の
お
笑
い
芸
人
『
し
ゅ
ん
し
ゅ
ん
ク

リ
ニ
ッ
ク
Ｐ
さ
ん
』
や
県
出
身
の
元
プ
ロ
野

球
選
手
（
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）

『
斎
藤
佑
樹
さ
ん
』
か
ら
の
お
祝
い
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
上
映
し
、
新
成
人
を
喜
ば

せ
ま
し
た
。
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地
域
別
集
合
写
真

地
域
別
集
合
写
真

東東

太  田太  田

　
式
典
終
了
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
撮
影
直
前
ま
で
マ
ス
ク
を
着

用
し
、
地
域
別
に
分
か
れ
て
記
念
撮
影
を
行
い

ま
し
た
。
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原  町原  町

岩  島岩  島

坂  上坂  上
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詳しくは、東吾妻町地域包括支援センター
へお問い合わせください。

（☎ 68-0200）

　町では、介護申請をして要支援の認定を受けた人を対象
に訪問型サービス（ヘルパー）・通所型サービス（デイサー
ビス）を展開しています。
　多くの高齢者が健康的に生活を続けていけるよう、さら
に介護予防事業の充実を図っていきます。令和４年１月か
ら、65 歳以上で「基本チェックリスト」により対象者となっ
た場合に、要支援認定を受けていなくても通所型サービス
を利用できるように事業を拡大しました。
　また、町では令和３年度から高齢者が住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを送ることができるように計画を策定し
ていますので、その内容についてもご紹介します。

厚生労働省が作成した「基本チェックリスト」厚生労働省が作成した「基本チェックリスト」
の質問に答えることで、自分に必要な介護予の質問に答えることで、自分に必要な介護予
防の取り組みを知ることができます。あなたの日防の取り組みを知ることができます。あなたの日
常生活をチェックしてみましょう。※一部抜粋常生活をチェックしてみましょう。※一部抜粋

＜判定方法＞
Ａ：３つ以上チェックのついた方
→運動器の機能低下の恐れがありますので、
　機能向上に取り組みましょう！
Ｂ：全てにチェックのついた方
→低栄養の恐れがありますので、栄養改善に取り組みましょう！
Ｃ：２つ以上チェックのついた方
→口腔機能の低下の恐れがありますので、
　機能向上に取り組みましょう！

基本目標基本目標
地域包括ケア体制地域包括ケア体制のの基盤基盤づくりづくり

「高齢者等が住み慣れた地域で尊厳ある生活を可「高齢者等が住み慣れた地域で尊厳ある生活を可
能な限り継続出来る体制」をつくるため「協議体」能な限り継続出来る体制」をつくるため「協議体」
という地域の困りごとなどの話し合い組織が運という地域の困りごとなどの話し合い組織が運
営されています。営されています。

1.1.

健康健康づくりづくり・介護予防・介護予防のの充実充実
健康診査の受診勧奨や生活習慣病、フレイル予健康診査の受診勧奨や生活習慣病、フレイル予
防の取り組みを行っています。防の取り組みを行っています。
実施例）保健師の訪問、サロンへの専門職派遣、実施例）保健師の訪問、サロンへの専門職派遣、
　　　　各種教室、相談の実施など　　　　各種教室、相談の実施など

2.2.

高齢者等高齢者等のの安心・安心・
　安全　安全なな生活環境生活環境のの充実充実

高齢者の栄養状態の改善と見守りを目的に、高高齢者の栄養状態の改善と見守りを目的に、高
齢者配食サービスの見直しを行い、昨年度より齢者配食サービスの見直しを行い、昨年度より
週２回、一部自己負担で提供しています。週２回、一部自己負担で提供しています。
実施例）介護予防サポーターや認知症サポーター実施例）介護予防サポーターや認知症サポーター
　　　　の育成、カフェすいせんなどの居場所　　　　の育成、カフェすいせんなどの居場所
　　　　づくりなど　　　　づくりなど

3.3.

介護保険事業介護保険事業のの円滑円滑なな運営、運営、
介護保険サービス介護保険サービスのの充実充実

令和４年１月より事業を拡大しました。介護予令和４年１月より事業を拡大しました。介護予
防・重度化防止を目的とし、必要な支援を提供防・重度化防止を目的とし、必要な支援を提供
しています。しています。

4.4.

基本理念基本理念
地地域で支え合いながら、町民と行政がそれ域で支え合いながら、町民と行政がそれ

ぞれの役割を果たし、高齢者一人ひとりぞれの役割を果たし、高齢者一人ひとり
の生活に生きがいと心の豊かさがあり、精神の生活に生きがいと心の豊かさがあり、精神
的にもゆとりに満ちたものになるようなまち的にもゆとりに満ちたものになるようなまち
づくりを目指します。づくりを目指します。

　今後も自分らしく生活するために　今後も自分らしく生活するために
　からだの機能をチェック！　からだの機能をチェック！

健やかでいきいきと、
明るく暮らせるまちへ

の充実を図ります！の充実を図ります！

介護予防・介護予防・
日常生活支援総合事業日常生活支援総合事業

問 質問項目 回　答

Ａ

階段を手すりや壁をつたわらずに昇ってい
ますか いいえ □
椅子に座った状態から何もつかまらずに立
ち上がっていますか いいえ □
15 分くらい続けて歩いていますか いいえ □
この１年間に転んだことがありますか は い　□
転倒に対する不安が大きいですか は い　□

Ｂ

６カ月間で２～３㎏以上の体重減少があり
ましたか は い　□
BMI が 18.5 未満ですか
BMI= 体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ） は い　□

Ｃ

半年前に比べて固いものが食べにくくなり
ましたか は い　□
お茶や汁物などでむせることがありますか は い　□
口の渇きが気になりますか は い　□
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東吾妻町保健センター　  （☎ 68-3712）
予約専用コールセンター（☎ 68-2277）問

　

令
和
４
年
２
月
24
日
㈭
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
（
３
回
目
）
が
始
ま
り

ま
す
。
集
団
接
種
会
場
は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
の
１
カ
所
の
み
で
す
。
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）
の
対
象
者
に
は
、
接
種
日
時
を
指

定
し
た
通
知
と
接
種
券
を
送
付
し
ま
す
。
18

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
は
、
接
種
券
到
着
後
、

電
話
ま
た
は
予
約
サ
イ
ト
（
３
月
再
開
予
定
）

を
使
っ
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
最
新
情
報

に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

交通手段のない方はご活用ください

ワクチン接種会場 直通バス

下記の日程に限り、最寄りのバス停から接種会場
までの直通バスを運行します。

■運行日　【太田地区の方】　３月 14 日㈪
　　　　　【東地区の方】　　３月 18 日㈮

【坂上地区の方】　３月 24 日㈭
【岩島地区の方】　３月 29 日㈫

■利用方法
①接種日程の変更（確認）のため、保健センター
　（☎ 68-3712）へ電話してください。
②ローズクィーン交通（☎ 26-3171）へ電話で
　申し込みください。時間調整を行います。

Ｑ.初回接種とは異なるワクチン
を使用しても大丈夫ですか？

正しい知識を身に付けましょう！

追加接種に使用するワクチンは、初回接種に
用いたワクチンの種類に関わらず、mRNA ワ
クチン（ファイザー社、武田モデルナ社）を
用いることが適当とされ、mRNA ワクチンで
あれば交互接種が可能です。

Ａ.

厚生労働省 HP「新型コロナワクチン Q&A」より引用

新型コロナワクチン

３回目追加
接種が
始まります !

高
齢
者
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

▼
日
程

２　

月

24
日
㈭
、
25
日
㈮

３　

月

１
日
㈫
、
２
日
㈬
、
３
日
㈭
、
４
日
㈮
、
７
日
㈪
、

10
日
㈭
、
14
日
㈪
、
15
日
㈫
、
17
日
㈭
、
18
日
㈮
、

22
日
㈫
、
24
日
㈭
、
25
日
㈮
、
26
日
㈯
、
28
日
㈪
、

29
日
㈫
、
30
日
㈬
、
31
日
㈭

※
４
月
の
接
種
日
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次

　

第
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
お
知
ら
せ

　

カ
レ
ン
ダ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
受
付
時
間

　

14
時
～
15
時
30
分

▼
定
員

　

各
日
２
０
０
名

▼
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　

武
田
モ
デ
ル
ナ
社
ま
た
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

※
当
面
の
間
、
武
田
モ
デ
ル
ナ
社
の
ワ
ク
チ

ン
を
使
用
し
ま
す
。
接
種
当
日
、
個
人
の

希
望
で
ワ
ク
チ
ン
メ
ー
カ
ー
を
変
更
す
る　

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
さ
れ
な
い
方
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
日
時
を
変
更
さ
れ
る
方

は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
初
回
接
種
を
完
了
し
て
い
な
い

方
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
方
は
県

央
接
種
セ
ン
タ
ー
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■新型コロナワクチン追加接種の流れ（１月 20日現在）

時　期＼対象者 高齢者（＊） 18 歳以上

１月

２月

３月

４月

５月

６月

＊今回対象となる高齢者とは、昭和 32 年４月１日以前に生まれた方で
町が行う集団接種（原町赤十字病院も含む）を受けた方です。

＊国や県が進める前倒し接種を希望する方は、県央ワクチン接種セン
ターでの予約・接種をしてください。（町の接種予約が入っている方は、
必ずキャンセルの手続きをお願いします。）

接種券順次配布

     接種券
   順次配布 接種開始

４月上旬まで  接種開始

６月中旬まで

下旬ごろ

中旬ごろ

中旬ごろ
発送



の
申
告
は
お
早
め
に
！

の
申
告
は
お
早
め
に
！

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
・
町
県
民
税
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
・
町
県
民
税
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

申
告
相
談
は
役
場
本
庁
舎
の
み
で
行
い
ま
す

申
告
相
談
は
役
場
本
庁
舎
の
み
で
行
い
ま
す

■
申
告
書
の
提
出
期
間
（
土
日
祝
日
は
除
く
）

　

令
和
４
年
２
月
16
日
㈬
～
３
月
15
日
㈫

■
受
付
時
間　

９
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16
時

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
強
化
と
相
談
時
間
の
確
保
の
た
め
、
昨
年
に

引
き
続
き
、申
告
相
談
は
役
場
本
庁
舎
の
み
で
行
い
ま
す
。
入
場
の
際
に
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
お
よ
び
検
温
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

税税

確確
定定

申申
告告

■申告をしなければならない方
　次の表のⅠ～Ⅴのいずれかに該当する方は申告が必要になります。

申
告
に
必
要
な
も
の

申
告
に
必
要
な
も
の

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー

　

ド
（
申
告
者
、
扶
養
控
除
を
受
け
る
者
）

　

ド
（
申
告
者
、
扶
養
控
除
を
受
け
る
者
）

　

と
申
告
さ
れ
る
方
の
免
許
証
な
ど
本
人
確

　

と
申
告
さ
れ
る
方
の
免
許
証
な
ど
本
人
確

　

認
の
で
き
る
も
の

　

認
の
で
き
る
も
の

②
源
泉
徴
収
票
（
源
泉
徴
収
票
の
な
い
方
は

②
源
泉
徴
収
票
（
源
泉
徴
収
票
の
な
い
方
は

　

収
入
金
額
を
証
明
で
き
る
も
の
）

　

収
入
金
額
を
証
明
で
き
る
も
の
）

③
事
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど
の
収
支
内
訳

③
事
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど
の
収
支
内
訳

　

書
を
記
入
の
う
え
、
収
入
・
支
出
の
わ
か

　

書
を
記
入
の
う
え
、
収
入
・
支
出
の
わ
か

　

る
も
の

　

る
も
の

④
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
、
農
業
者
年
金
、

④
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
、
農
業
者
年
金
、

　

健
康
保
険
、
介
護
保
険
）・
生
命
保
険
料
・

　

健
康
保
険
、
介
護
保
険
）・
生
命
保
険
料
・

　

地
震
保
険
料
な
ど
の
支
払
証
明
書
、
そ
の

　

地
震
保
険
料
な
ど
の
支
払
証
明
書
、
そ
の

　

ほ
か
控
除
に
必
要
な
領
収
書
な
ど

　

ほ
か
控
除
に
必
要
な
領
収
書
な
ど

⑤
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
障
害
者
手

⑤
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
障
害
者
手

　

帳
・
療
養
手
帳
な
ど
の
確
認
で
き
る
も
の

　

帳
・
療
養
手
帳
な
ど
の
確
認
で
き
る
も
の

⑥
医
療
控
除
を
受
け
る
方
は
、
医
療
費
の
明

⑥
医
療
控
除
を
受
け
る
方
は
、
医
療
費
の
明

　

細
書

　

細
書

⑦
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
方
は

⑦
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
方
は

　

そ
の
必
要
書
類

　

そ
の
必
要
書
類

⑧
還
付
申
告
の
場
合
は
口
座
番
号
な
ど
の
確

⑧
還
付
申
告
の
場
合
は
口
座
番
号
な
ど
の
確

　

認
が
で
き
る
も
の

　

認
が
で
き
る
も
の

⑨
譲
渡
所
得
や
山
林
所
得
の
あ
る
方
は
契
約

⑨
譲
渡
所
得
や
山
林
所
得
の
あ
る
方
は
契
約

　

書
や
公
共
事
業
用
資
産
の
買
取
証
明
書

　

書
や
公
共
事
業
用
資
産
の
買
取
証
明
書

⑩
牛
の
免
税
所
得
の
あ
る
方
は
売
却
証
明
書

⑩
牛
の
免
税
所
得
の
あ
る
方
は
売
却
証
明
書

⑪
税
務
署
か
ら
の
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」

⑪
税
務
署
か
ら
の
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」

　

ハ
ガ
キ
な
ど

　

ハ
ガ
キ
な
ど

※
令
和
３
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
税

※
令
和
３
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
税

　

務
署
に
提
出
さ
れ
た
方
、
勤
務
先
な
ど
で

　

務
署
に
提
出
さ
れ
た
方
、
勤
務
先
な
ど
で

　

年
末
調
整
済
み
の
給
与
所
得
者
は
町
県
民

　

年
末
調
整
済
み
の
給
与
所
得
者
は
町
県
民

　

税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

Ⅰ

令和４年１月１日現在、東吾妻町に住所のある方で、

令和３年中に営業・農業・そのほかの事業（内職など）・

不動産・配当・年金・生命保険などの所得があった方

Ⅱ

令和４年１月１日現在、

東吾妻町に住所のある給与所得者の方で、次の項目に該当する方

　▢ 令和３年中に退職し、年末調整を受けていない方

　▢ 日雇、パート、アルバイトなどの収入があった方

　▢ 勤務先などから東吾妻町に給与支払報告書が提出されていない方

　▢ ２カ所以上の事業所から給与の支払いを受けた方

　▢ 給与以外に所得のあった方

　▢ 給与以外に所得がなかった方のうち、医療費控除などを受ける方

※所得税の確定申告では、給与以外の所得が 20 万円以下の場合は確定申

　告する必要はありませんが、町県民税では所得の多少にかかわらず申告

　する必要があります。

Ⅲ

令和４年１月１日現在、

東吾妻町に住所のある公的年金の受給者で、次の項目に該当する方

　▢ 公的年金のほかに所得がある方

　▢ 収入が公的年金のみの方のうち、東吾妻町に公的年金等支払報告書が

提出されていない方や、扶養、生命保険料、医療費、社会保険料など

の所得控除を受ける方

※公的年金の収入が 400 万円以下で、公的年金以外の所得が 20 万円以下

　である場合は所得税の確定申告をする必要はありませんが、町県民税で

　は所得の多少にかかわらず申告する必要があります。

Ⅳ 収入がなかった方のうち、誰の扶養にも入っていない方

Ⅴ
遺族年金・障害年金・失業保険など

（特定施設入居者を含む）を受給している方

★次の方は、税務署での申告をお願いします！
❶ 初めて住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）を受ける方
❷ 青色申告をされる方
❸ 土地、建物、株式などの譲渡所得がある方
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■申告相談日程表

期　日 対　象　地　区

２月 16 日㈬ 岡崎

17 日㈭ 箱島

18 日㈮ 新巻

21 日㈪ 五町田・奥田

22 日㈫ 岩井

24 日㈭ 植栗

25 日㈮ 小泉・泉沢

28 日㈪ 郷原・矢倉

３月 1 日㈫ 岩下・松谷

2 日㈬ 厚田・三島西部

3 日㈭ 三島東部

4 日㈮ 上之町・下之町・紺屋町

7 日㈪ 新井・上野・須郷沢・八幡原

8 日㈫ 在上・在下・平沢・南町・金井

9 日㈬ 川戸

10 日㈭ 大戸

11 日㈮ 本宿

14 日㈪ 須賀尾・大柏木

15 日㈫ 萩生・西榛名

※対象地区以外の方でも相談することができます。

動画でみる確定申告

確定申告

スマホで申告してみませんか

■問い合わせ先
【確定申告】

　国税庁ホームページ「タックスアンサー」「チャットボッ
　ト」「確定申告特集」をご利用ください。

【スマホ申告】
　「e-Tax・作成コーナーヘルプデスク」（☎ 0570-01-5901）

スマホ申告は
こんなあなたにおすすめ

〇年末調整済みで医療費控除やふるさと納税などの寄附
金控除の申告をする方

〇年末調整をしていない２カ所以上の給与所得がある方
〇年金収入や副業などの雑所得がある方
〇株式等の譲渡（特定口座をお持ちの方）

　確定申告には、ご自宅のパソコンやス
マホ、タブレットでご利用いただける
e-Tax、スマホ申告が便利です。
　マイナンバーカードとスマホ（マイナ
ンバーカード読取対応）があれば、確定
申告の会場に出向く必要はありません。
　申告には、国税庁のホームページ「確
定申告等作成コーナー」を利用して確定
申告が行えます。ぜひご活用ください。

スマホ申告ではメリットがいっぱい

・マイナンバーカードとスマホがあれば、自宅から24時間
いつでも申告できる

・画面の案内に沿って入力すれば、自動計算される
・過去の申告データを利用して自動入力できる
・還付申告の場合、e-Taxなら早期還付される
・相談はチャットボットや電話でもできる
・スマホのカメラで源泉徴収票が自動入

力される
・マイナポータルと連携することで、一部

の所得控除が自動入力される マイナポータル

みんなも
　自宅から
　　スマホ申告に

　　　　チャレンジ！

■上記の日程で都合がつかない方
　下記の日程で、申告相談を行います。相談をご
希望の方は事前に電話予約が必要となります。電
話予約については２月 10 日㈭以降の役場開庁時
間（９時～ 17 時）に役場税務課（☎ 68-2111）
までご連絡ください。

２月 27 日㈰（要予約）

町
内
バ
ス
を
利
用
す
る
方

町
内
バ
ス
を
利
用
す
る
方

　

申
告
相
談
に
公
共
交
通
バ
ス
（
乗
り
合
い

バ
ス
）
を
利
用
し
て
来
庁
さ
れ
る
方
は
、
広

報
19
・
20
ペ
ー
ジ
に
あ
る
バ
ス
無
料
乗
車
券

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
の
際
は
『
乗
車
バ
ス
停
』
を
記
入

し
、
バ
ス
運
転
手
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
帰

り
の
バ
ス
乗
車
券
は
申
告
終
了
後
お
渡
し
し

ま
す
の
で
受
付
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
運
行
時
間
は
バ
ス
運
行
表
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

・
発
熱
な
ど
風
邪
の
症
状
の
あ
る
場
合
は
、

　

来
場
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

・
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
入
場
制
限

　

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
之
条
税
務
署
（
☎
75
・
３
３
５
５
）

　

役
場
税
務
課　

住
民
税
係

　
（
☎
68
・
２
１
１
１ 

内
線 

２
１
１
１

　

担
当 

小
山
日
出
映
・
野
口
穂
高
）
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　12 月 11 日にあづま農村環境改善センターでわ
んぱく Kids『お饅頭づくり』が開催されました。
やすらぎの家の方を講師に迎え、参加者は「名水
まんじゅう」づくりに挑戦。小麦粉をこねた生地
に、あんこを包んで蒸し上げ、昔ながらの粉食文
化を学びました。出来上がると、みんなで熱々の
お饅頭を「おいしい」と頬張っていました。

おお 饅
まんじゅう

頭を作ってみよう！
第２回わんぱく Kids

　12 月 31 日に東地区白鳥神社前で毎年恒例の「日
本一小さな花火大会イン奥田」が『おーくだけの
会』により開催されました。第 10 回記念として、
例年よりも花火の本数を増やし、新年を迎えたと
同時に５号玉やスターマインなどが打ち上げられ
ました。これまでの感謝の想いを花火にのせて、
奥田の地から「元気」と「希望」を届けました。

感感 謝の想いを花火にのせて
日本一小さな花火大会イン奥田

　12 月５日に東公民館岡崎分館で県水
み ど り

土里保全
協会の事業として防災訓練が行われました。毎
年 12 月の第１日曜日に防災訓練を実施しており、
今年で４回目。訓練には、岡崎区民の約 90 名が
参加し、炊き出し器具の紹介や非常食の作り方（写
真）、消火器の取り扱いなどを学び、地域の防災
力を高めました。

もも しもの事態に備えて
岡崎地区 防災訓練

　11 月 25 日に静岡県で開催された米・食味分析鑑
定コンクールで「あがつまさくや姫生産組合」の大
塚美雄さんが特別優秀賞を受賞しました。このコン
クールは農業や稲作を後押しする米・食味鑑定士協
会が開催し、食味計などによる機械審査を通過した
コメを審査員が実際に食べて、あまみや粘りなどを
審査してノミネート者を決めるものです。

大大 塚さんのお米が特別優秀賞
米・食味分析鑑定コンクール

※記念撮影時のみマスクを外しています。

Higashiagatsuma　Town NewsHigashiagatsuma　Town News
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　１月 14 日に多くの地域でどんど焼きが行われ
ました。どんど焼きとは、正月飾りやしめ縄、お
守り、お札などを燃やし、神聖なる火による浄化
の力で、地域住民の１年間の災いを払い、残り火
でまゆ玉団子を食べて無病息災や五穀豊穣を願う
行事です。写真は、根古屋地区の様子で、火災の
無いよう町消防団員も参加しています。

１１ 年の災いを払う伝統行事
どんど焼き

　１月 15・16 日にコンベンションホールと中央公
民館で町文化祭が２年ぶりに開催されました。コ
ンベンションホールでは芸能発表会が行われ、大
正琴や民踊、舞踊など日ごろの研さんの成果を披
露。中央公民館では盆栽や書道、短歌、生花など
が展示されました。文化協会員らは「披露する機
会があったので一層頑張れた」と話していました。

２２ 年ぶりの開催
第 14 回東吾妻町文化祭

　１月９日に町消防団はコンベンションホールで出
初式を行いました。出初式とは、災害に立ち向かう
気概と不屈の精神を堅持した、消防団員の士気高揚
を図り、団員一丸となって新年をスタートさせる目
的に実施しています。今年は防火パレードを行い、
１年の無火災と町民皆さんの安全・安心を祈願する
とともに、防災意識の向上を図りました。

無無 火災と安全・安心を祈願
町消防団 出初式

　１月６日に新井かつさん（原町）が 100 歳を迎
えられました。町長が慶祝訪問を行い、長寿の秘
訣を伺うと新井さんは「和裁を通して細かい作業
をしたこと、好き嫌いをせず何でも食べること」
と話していました。好きな食べ物は魚類で、特に
ウナギとお刺身が好物。日課は毎朝新聞を読むこ
とだそうです。

新新 井さんが 100 歳
町長が慶祝訪問

ひがしあがつまタウンニュースひがしあがつまタウンニュース
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東吾妻町の東吾妻町の歴史・文化探訪歴史・文化探訪
ー問い合わせ先／東吾妻町教育委員会社会教育課（☎ 68-2261 担当  吉田智哉）

今
月
の
歴
史
文
化
探
訪
は
、
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
す
岩
櫃
城
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
つ
い
て
、
そ
の
第
４
回
の
開
催
内

容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
岩
櫃
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
？

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
当
時
町
指
定
史

跡
で
あ
っ
た
岩
櫃
城
に
つ
い
て
、
国
指
定

史
跡
化
を
目
指
す
た
め
に
総
合
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
岩
櫃
城
そ
の
も
の
を

さ
ら
に
広
く
周
知
し
、
城
の
持
つ
価
値
や

重
要
性
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え

て
い
く
場
と
し
て
岩
櫃
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

企
画
し
、
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
こ
れ
ま
で
３
回
実
施
し

ま
し
た
。
開
催
初
年
と
な
る
平
成
28
年
で

は
『
こ
こ
ま
で
見
え
た
!!
岩
櫃
城
』
と
し

て
主
に
戦
国
史
・
考
古
学
・
城
郭
構
造
か

ら
岩
櫃
城
を
取
り
上
げ
、
平
成
29
年
は
『
戦

国
終
焉
！
戦
国
末
期
の
岩
櫃
城
と
上
野
国
』

と
題
し
、
戦
国
末
期
の
岩
櫃
城
周
辺
の
情

勢
や
同
時
期
に
機
能
し
た
大
規
模
中
世
城

館
で
あ
る
箕
輪
城
跡
の
調
査
成
果
か
ら
改

め
て
岩
櫃
城
を
捉
え
直
し
ま
し
た
。
そ
し

て
平
成
31
年
の
『
城
と
は
・
城
下
町
と
は

～
戦
国
武
将
が
目
指
し
た
地
域
づ
く
り
～
』

で
は
岩
櫃
城
と
も
深
く
関
わ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
武
田
氏
領
国
内
の
城
下
町
に
つ
い

て
取
り
上
げ
、
岩
櫃
城
の
城
下
町
を
考
え

る
う
え
で
大
き
な
示
唆
を
得
る
内
容
と
な

り
ま
し
た
。

●
第
４
回
岩
櫃
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
は
？

　

第
４
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
日
は
、
令

和
４
年
３
月
12
日
㈯
の
13
時
か
ら
に
決
定

し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
『
岩
櫃
城
跡
へ

の
視
点-

総
合
調
査
報
告-

』
と
し
、
国
指

定
史
跡
を
目
指
す
中
で
実
施
さ
れ
た
総
合

調
査
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果
を
中
心
に
岩

櫃
城
の
最
新
研
究
最
前
線
を
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
調
査
成
果
と
令
和
元

年
に
国
指
定
史
跡
に
な
っ
た
岩
櫃
城
の
未

来
を
ど
う
描
く
の
か
、
今
後
の
展
望
を
含

め
て
お
話
し
て
い
く
場
と
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
今
回
の
登
壇
者
は
、
総
合
調
査
を

主
体
的
に
担
っ
た
次
の
方
々
で
す
。

　

総
合
調
査
を
企
画
し
、
進
め
た
事
務
局

か
ら
は
総
合
調
査
と
は
な
ん
ぞ
や
と
い
う

部
分
と
発
掘
調
査
成
果
に
つ
い
て
ご
報
告

し
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
総
合
調
査
と
し
て

①
群
馬
県
内
中
世
遺
跡
・
遺
物
調
査
②
中

世
石
塔
調
査
③
文
献
史
料
調
査
を
中
心
に

実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
ご
担
当
し
て

い
た
だ
い
た
秋
本
太
郎
さ
ん
、
栗
岡
眞
理

子
さ
ん
、
竹
井
英
文
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
個

別
の
調
査
成
果
か
ら
み
え
る
岩
櫃
城
を

語
っ
て
い
た
だ
く
３
人
で
す
。

　

秋
本
さ
ん
は
第
２
回
岩
櫃
城
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
も
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
高

崎
市
に
あ
る
箕
輪
城
跡
の
史
跡
整
備
を
ご

担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
遺
物
調
査

時
に
確
認
し
た
３
万
点
を
超
え
る
中
世
土

器
・
陶
磁
器
の
実
見
と
比
較
検
討
か
ら
見

え
た
内
容
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
岩

櫃
城
の
出
土
遺
物
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が

見
い
だ
せ
る
の
か
、
注
目
は
「
か
わ
ら
け
」

で
す
。

　

栗
岡
さ
ん
は
埼
玉
県
に
ご
奉
職
さ
れ
、

さ
き
た
ま
古
墳
群
の
特
別
史
跡
指
定
化
な

ど
埼
玉
県
内
の
史
跡
指
定
・
整
備
に
関
わ
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
ご
本
人
は
中
世
石
塔
が

専
門
で
あ
り
、
町
内
全
域
に
残
る
中
世
石

塔
を
事
務
局
と
と
も
に
確
認
し
て
い
た
だ

く
中
で
、
岩
櫃
城
出
土
の
中
世
石
塔
を
含

め
た
石
塔
の
位
置
付
け
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
注
目
は
「
五
輪
塔
」
で
す
。

　

竹
井
さ
ん
は
第
１
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
時

に
も
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
城
の

現
地
調
査
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
文
献
史

料
か
ら
城
館
の
在
り
方
を
研
究
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
東
北
学
院
大
学
で
教き

ょ
う
べ
ん鞭
を
と
る

中
、
岩
櫃
城
が
関
係
す
る
文
献
史
料
の
捜

索
に
奔
走
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
現

状
か
ら
考
え
ら
れ
る
岩
櫃
城
の
存
在
の
明

確
に
な
っ
た
時
期
か
ら
廃
城
ま
で
の
歴
史

を
紐
解
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
注
目
は

文
字
史
料
か
ら
み
て
い
く
城
の
「
一
生
」

で
す
。

　

そ
し
て
最
後
の
４
人
目
は
こ
ち
ら
も
第

１
回
の
岩
櫃
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ご
登
壇
い

た
だ
き
ま
し
た
、
ま
さ
に
現
在
の
岩
櫃
城

を
語
る
上
で
そ
の
研
究
基
礎
を
広
く
作
ら

れ
ま
し
た
齋
藤
慎
一
さ
ん
で
す
。
齋
藤
さ

ん
は
竹
井
さ
ん
と
と
も
に
文
献
史
料
調
査

を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
全
国
各

地
の
中
近
世
城
館
の
研
究
を
進
め
ら
れ
る

中
で
多
く
の
城
館
整
備
指
導
に
も
携
わ
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
岩
櫃

城
で
実
施
さ
れ
た
総
合
調
査
の
重
要
性
を

改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

総
合
調
査
を
経
て
国
指
定
史
跡
と
な
っ
た

岩
櫃
城
の
現
状
と
課
題
、
そ
し
て
未
来
へ

の
展
望
を
含
め
て
大
い
に
語
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
岩
櫃
城

の
最
新
研
究
が
ど
の
あ
た
り
に
あ
る
の
か

を
ご
確
認
い
た
だ
く
と
共
に
、
今
の
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
の
岩
櫃
城
に
何
が
不
足
し

て
い
る
の
か
。
こ
れ
か
ら
の
岩
櫃
城
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
く
場
と
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
多
く
の
方

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
今
回
の
岩
櫃
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
情
勢
を

　

考
え
、
事
前
申
込
の
定
員
制
と
し
ま
し

　

た
（
チ
ラ
シ
等
確
認
の
う
え
、
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。）。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

対
策
に
よ
り
、
催
し
が
休
止
も
し
く
は

　

延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

　

際
は
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で

　

併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

帰
っ
て
き
た
岩
櫃
城
フ
ォ
ー
ラ
ム　

令
和
４
年
３
月
12
日
（
土
）
開
催
決
定
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～
総
合
調
査
報
告
～

岩
櫃
城
跡
へ
の
視
点

第
４
回
岩
櫃
城
フ
ォ
ー
ラ
ム

2022.3.12（土）
東吾妻町中央公民館

２階　大会議室
13:00 ～ 16:30

入場料無料／要申込

『これまで行われてきた岩櫃城の調査に関する総括』と『今後に
向けた展望』を軸に、岩櫃城の最新研究と未来を見据えた内容に
ついてお話しします。

◆定　員　　　　100 名（先着順）
◆申し込み方法　電話で申し込み
◆申込期限　　　  令和４年２月 28 日㈪  

◆申し込み・問い合わせ先
　教育委員会社会教育課（☎ 68-2261）

　※平日の 8:30 ～ 17:15 に限る

群馬県の新型コロナウイルス感染症対策による警戒レベルが「３」以上となった場合、
催しを中止する判断を行います。中止の場合は町ホームページでお知らせします。

13:45 ～報 告

土器・陶磁器からみた岩櫃城
～県内中世遺跡・遺物調査から～ 秋本太郎 （高崎市教育委員会）

14:15 ～報 告

残されてきた石塔と残った石塔
～中世石塔調査～ 栗岡眞理子 （埼玉県教育局）

15:00 ～報 告

岩櫃城の史料を求めて
～文献史料調査を振り返る～ 竹井英文 （東北学院大学）

15:30 ～講 演

岩櫃城の未来
～総合調査総括～ 齋藤慎一 （江戸東京博物館）

13:02 ～ 13:15 ～導 入 報 告

城の調査は１つじゃない
～岩櫃城跡総合調査～

吉田智哉 （東吾妻町教育委員会）

岩櫃城の土の中
～発掘調査から見えたこと～



２月の認知症家族会２月の認知症家族会
　町では毎月認知症家族会を開催しています。認知
症にうまく付き合っていくために、日ごろの介護に
関する悩みやストレスを解消しませんか。
■期　日　令和４年２月 22 日㈫
■時　間　10 時～ 11 時 30 分
■場　所　保健センター
■費　用　無料
■問い合わせ先　包括支援センター（☎ 68-0200）

２月２月の健康相談の健康相談
　町では毎月健康相談を行っています。

【太田・原町・岩島・坂上地区】
■日　時　令和４年２月８日㈫ 13 時 30 分～ 15 時
■場　所　保健センター

【東地区】
■日　時　令和４年２月９日㈬ 10 時～ 11 時 30 分
■場　所　あづま農村環境改善センター
■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

が
過
敏
に
な
っ
て
い
て
、

尿
が
十
分
に
溜
ま
っ
て

い
な
い
の
に
膀
胱
が
収

縮
し
て
し
ま
う
こ
と
で

急
に
尿
意
を
も
よ
お
し
て
我
慢
で
き
ず

（
尿
意
切
迫
感
）、
頻
繁
に
ト
イ
レ
へ
行
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。
加
齢
と
と
も
に
症
状

に
悩
む
方
が
多
く
な
り
、
男
女
と
も
に
発

症
し
ま
す
。
薬
に
よ
る
治
療
も
あ
り
ま
す

が
、
自
身
で
で
き
る
こ
と
と
し
て
「
膀
胱

訓
練
」
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

膀
胱
に
あ
ま
り
尿
が
溜
ま
っ
て
い
な
い

の
に
排
尿
す
る
癖
が
つ
い
て
し
ま
う
と
、

膀
胱
が
小
さ
く
な
り
、
蓄
尿
機
能
が
低
下

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
改
善
さ
せ
る

の
が
「
膀
胱
訓
練
」
で
す
（
左
図
）。
ま
た
、

膀
胱
炎
や
男
性
の
場
合
に
は
前
立
腺
肥
大

症
な
ど
が
頻
尿
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
尿
検
査
や
超
音
波
検
査
で
確
認

で
き
る
の
で
心
配
で
あ
れ
ば
か
か
り
つ
け

医
で
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ほ
か
に
も
排
尿
を
促
す
食
品
と
し
て
は

カ
リ
ウ
ム
を
含
む
果
物
や
生
野
菜
、
カ

フ
ェ
イ
ン
や
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
減
ら
す
こ
と
も
効
果

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
薬
を

使
わ
ず
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
！

　

冷
え
込
む
日
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。
寒

く
な
る
と
ト
イ
レ
が
近
く
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
起
き
て
か
ら
寝
る
ま
で
の

排
尿
回
数
が
８
回
以
上
の
場
合
を
頻
尿
、

夜
寝
て
い
る
間
の
排
尿
回
数
が
２
回
以
上

の
場
合
を
夜
間
頻
尿
と
言
い
ま
す
。
頻
尿

の
原
因
と
し
て
有
名
な
の
は
「
過
活
動

膀ぼ
う
こ
う胱
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

過
活
動
膀
胱
と
は
膀
胱
の
蓄
尿
（
尿
を

溜
め
て
お
く
）
機
能
の
障
害
で
す
。
膀
胱

東吾妻町国保国保診療所だより
　

町
の
診
療
所
の
先
生
か
ら
「
健

康
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
頻
尿
」
に

つ
い
て
で
す
。

「「２２月の診療予定表」月の診療予定表」【受付】8:30 ～ 11:45、14:00 ～ 17:00【受付】8:30 ～ 11:45、14:00 ～ 17:00

日日 月 火火 水水 木 金 土土
2/62/6
休診休診

77 88
午後午後
往診往診

99
休診休診

1010
午後午後
往診往診

1111
休診休診

1212
休診休診

1313
休診休診

1414 1515 1616
休診休診

1717 1818 1919
休診休診

2020
当番医当番医

2121 2222 2323
休診休診

2424
午後午後
個別接種個別接種

2525 2626
休診休診

2727
休診休診

2828 3/13/1 22
休診休診

33 44 55
休診休診

66
休診休診

77 88 99
休診休診

1010 1111 1212
休診休診

■連絡先　国保診療所　石渡　栞（☎ 59-3010）

頻尿でお困りの方

①尿意を感じてもトイレに行くのを我慢する

②まずは２～３分を目標として我慢ができなく
　なったらトイレに行く
③我慢する時間を５分、10分、15分と徐々に伸ば
　していく

④１・２カ月かけて排尿間隔を２～３時間にする

我慢のしすぎは膀胱炎になる
可能性があります。
排尿間隔は２時間程度開いて
いれば我慢せずにトイレに
行ってください！

自宅で膀胱訓練をやってみよう！
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法
が
開
発
さ
れ
ま

し
た
。
か
く
し
て

金
属
は
歯
の
治
療

に
広
く
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。

■
歯
の
治
療
に
用
い
ら
れ
る
金
属

　

現
在
、健
康
保
険
の
治
療
で
、イ
ン
レ
ー

や
ク
ラ
ウ
ン
に
主
に
用
い
ら
れ
て
い
る

12
％
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
格
で
金
12
％
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
20
％
を
含

有
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
ほ
か
に
銀
や

銅
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
歯
の

治
療
に
用
い
ら
れ
た
金
以
外
に
も
、
金
属

ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
し
に
く
く
発
生
の
リ

ス
ク
が
少
な
く
、
強
度
に
優
れ
る
チ
タ
ン

な
ど
の
金
属
が
歯
の
治
療
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
と
歯
の
治
療

　

20
世
紀
の
歯
科
医
療
を
大
き
く
発
達
さ

せ
た
も
う
一
つ
が
、
高
分
子
有
機
化
学
の

発
展
で
す
。
わ
が
国
の
研
究
者
ら
に
よ

り
、
歯
と
合
成
高
分
子
材
料
で
あ
る
コ
ン

ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
の
接
着
技
術
が
考
案
さ

れ
、
従
来
の
金
属
を
用
い
る
治
療
に
比
べ
、

む
し
歯
を
削
る
量
が
大
き
く
減
り
ま
し

た
。
最
小
限
の
侵
襲
に
よ
る
治
療
で
あ
る

ミ
ニ
マ
ル
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
現
在

の
む
し
歯
の
治
療
の
主
流
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
Ｃキ

ャ

ド
Ａ
Ｄ
／
Ｃキ

ャ

ム
Ａ
Ｍ
と
は

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
と
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

設
計
支
援
、
Ｃ
Ａ
Ｍ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
製
造
支
援
を
意
味
し
ま
す
。
歯
科

に
お
け
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
と
は
、
ク
ラ

ウ
ン
や
イ
ン
レ
ー
な
ど
を
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｃ
Ａ

Ｍ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
設
計
、
作
製
す
る

技
術
の
こ
と
で
す
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
や
レ
ジ

ン
を
用
い
る
た
め
天
然
の
歯
に
近
い
色
調

が
得
ら
れ
、
歯
科
技
工
の
負
担
も
減
少
し

ま
す
。
歯
科
医
療
へ
の
応
用
が
急
速
に
進

ん
で
い
ま
す
。

■
お
わ
り
に

　

と
は
い
え
、
一
番
大
切
な
の
は
、
虫
歯

に
な
ら
な
い
こ
と
。
古
い
調
査
結
果
で
す

が
、
イ
ン
レ
ー
や
ク
ラ
ウ
ン
な
ど
の
寿
命

は
５
～
10
年
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ッ
化
物
を
適
切

に
用
い
、
各
種
検

診
も
活
用
し
、
虫

歯
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

■
参
考
文
献

　

総
山　

孝
雄　

ほ
か　

著

　
「
保
存
修
復
学
総
論
」　

永
末
書
店　

刊

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
68
・
５
０
２
１
）

■
は
じ
め
に

　

国
指
定
史
跡
の
岩
櫃
城
。
本
丸
跡
か
ら

出
土
し
た
坩る

つ
ぼ堝

に
、
金
の
粒
子
が
付
着
し

て
い
た
ニ
ュ
ー
ス
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
令
和
３
年
６
月
の
広
報
に
よ
れ

ば
、
坩
堝
は
砂
金
か
ら
金
を
作
り
出
す
作

業
に
用
い
ら
れ
、
岩
櫃
城
本
丸
で
は
、
金

を
含
め
、
銅
や
鉄
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
金

属
を
利
用
し
た
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
イ
ン
レ
ー
な
ど
の
詰
め
物
に
、

ク
ラ
ウ
ン
な
ど
の
被
せ
物
。
歯
の
治
療
に

も
金
属
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
金

属
と
歯
科
の
関
わ
り
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。

■
金
属
と
歯
の
治
療

　

歯
の
治
療
と
金
属
の
関
わ
り
は
古
く
、

８
世
紀
末
、
古
代
ア
ラ
ビ
ア
の
王
の
侍じ

い医

が
金
箔
を
埋
め
て
む
し
歯
治
療
を
行
っ
た

と
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。
19
世
紀
の
フ
ラ

ン
ス
で
、
銀
な
ど
と
水
銀
を
練
り
合
わ
せ

て
用
い
る
ア
マ
ル
ガ
ム
充
填
が
発
明
さ
れ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
歯
の
治
療
に
広

く
金
属
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

20
世
紀
に
入
る
と
、
精
巧
な
イ
ン
レ
ー

や
ク
ラ
ウ
ン
を
作
製
す
る
金
属
鋳
造
の
技

知っておきたい歯歯の話
　

町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら

「
歯
と
口
」
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
金

属
と
歯
の
治
療
」に
つ
い
て
で
す
。

　79. 金属と歯の治療

野鳥の死骸を発見した時は近寄らないでください！野鳥の死骸を発見した時は近寄らないでください！
　日本全国で鳥インフルエンザが流行しています。鳥インフルエンザは、シベリアな
どからの渡り鳥が日本国内にウイルスを持ち込むことが原因とされています。
　小型野鳥（スズメやカモなど）が複数羽同じ場所で死んでいた場合や大型野鳥（ハ
クチョウやタカなど）の死骸を見つけた場合は、鳥インフルエンザの可能性があります。
近寄らずに下記までご連絡ください。詳しくは、町ホームページをご確認ください。
※鳥インフルエンザウイルスは感染した鳥と濃厚接触しない限り、人に感染しないと考えられています。
■連絡・問い合わせ先　吾妻環境森林事務所　（☎ 75-4611）

役場農林課　農林振興係（内線  2284 担当  荒木貴充）

15



InformationInformation

２月の母子保健事業日程表２月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  小林みゆき）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

２月 18 日㈫ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者（事前に申し込みください）

16 日㈬ ３歳児健康診査
13:00 ～ 13:20

平成 30 年 10 月～平成 31 年１月生まれ
13:20 ～ 13:40

18 日㈮

４カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 令和３年 10 月生まれ

７カ月児健康診査 14:00 ～ 14:15 令和３年７月生まれ（B.C.G 接種を行います）

１歳児健康診査 13:15 ～ 13:30 令和３年１月生まれ

26 日㈯ マタニティークラス② 13:00 ～ 13:15 妊婦と配偶者（前日までに電話で申し込みください）

❷町内全地区〈子育てサークル〉　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  小林みゆき）
●会場　ピヨピヨ：あづま農村環境改善センター／ラッコ：保健センター

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

２月 7 日㈪ ピヨピヨクラブ こども園就園前までの子どもと保護者

10 日㈭ ラッコクラブ ４カ月から１歳までの子どもと保護者

２月の予防接種日程表２月の予防接種日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  富塚和香奈）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

２月 19 日㈬
日本脳炎予防接種（Ⅰ期追加） 13:45 ～ 14:15 平成 28 年４月２日～平成 29 年４月１日生まれ

（今年度中に５歳になる子）10 日㈭

２ 月 の 当 番 医 予 定 表２ 月 の 当 番 医 予 定 表
期　    日 内　　　　　　科 外　　　科 休　日　夜　間

２月 11 日㈮ 吾妻脳外循環科
（原町☎ 68-5211）

草津こまくさ病院
（草津☎ 0279-88-4321）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

13 日㈰ くりはら医院
（原町☎ 68-0355）

長野原診療所
（長野原☎ 0279-85-2259）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

20 日㈰ 町国保診療所
（箱島☎ 59-3010）

桜井クリニック
（嬬恋☎ 0279-97-3800）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

23 日㈬ 田島病院
（中之条☎ 75-3350）

長生病院
（長野原☎ 0279-82-2188）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

27 日㈰ 四万診療所
（中之条☎ 64-2136）

布施医院
（草津☎ 0279-88-2030）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

①内科・外科の診療時間は９時から 17 時までです。
②急患のための当番医制度ですので、緊急患者以外の受診はご遠慮願います。

中  止中  止
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　公職選挙法の一部改正に伴い、条例を制定し、選挙運動費用の一部を町が負担することとなりました。
このことを「公費負担」といい、公費負担する仕組みを「選挙公営制度」といいます。
　候補者の負担を減らし、候補者間の選挙運動の機会均等を図ることで、より多くの人の立候補意欲を
高め、立候補しやすい環境整備を目指すため、これまで都道府県と市を対象としていた選挙公営制度を
町村にも同様に拡大するとともに、選挙公営の対象拡大に伴う措置として供託金制度が導入されました。

▶町の選挙における公営拡大と供託金の導入

選挙区分
公営の有無

供託金額
選挙運動用自動車 選挙運動用ポスター 選挙運動用ビラ

町村長 ×　➡　○ ×　➡　○ ×　➡　○ 50 万円

町村議会議員 ×　➡　○ ×　➡　○ 頒布不可 ➡ 頒布解禁 15 万円

※定められた得票を得られなかった場合は、供託金が没収となり、公営の対象外となります。

東吾妻町選挙管理委員会（役場総務課内 内線 2222 担当  根津俊明）▶問い合わせ先

（公営対象）

町からのお知らせ町からのお知らせ

　町では、令和２年度から「（仮）群馬原町駅南側地区まちづくり計画」の策定に着手しました。東洋
大学に委託し、住民ワークショップを実施するなど、ご意見をいただきながら事務を進めてきました。
　この度、基本計画（案）の準備が整いましたので、町民の皆さんに広くご覧いただきご意見等をい
ただきたく、パブリックコメント（意見公募手続き）を実施します。

選挙公営制度が拡大されました！

群馬原町駅南側地区まちづくり計画策定
について皆さんのご意見を募集します！

▶公募期間　令和４年２月７日㈪～ 25 日㈮

▶公表資料　町ホームページ、役場建設課、東支所、各出張所で閲覧できます。

▶その他　　・様式は町ホームページ、役場建設課、東支所、各出張所から入手できます。
・電話や口頭によるご意見は受け付けません。
・いただいたご意見に対する対応状況につきましては、氏名、住所などを除き、

後日公表します。なお、個別回答はしません。

▶提出方法　所定の意見提出用紙にご意見、必要事項を記入のうえ、郵送、
電子メールまたは直接持参のいずれかで提出してください。

建設課　都市計画係（ 内線 2262 担当  加部貴宏・伊澤文邦）▶問い合わせ先

公職選挙法　一部改正

パブリックコメントの実施

▲群馬原町駅南側周辺
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InformationInformation

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な

学
生
を
援
助
す
る
た
め
、
一
定
の
基
準

に
よ
り
奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い

ま
す
。

■
対
象
者
（
次
の
両
方
に
該
当
す
る
方
）

①
町
に
生
活
の
本
拠
が
あ
り
、
健
康
、

　

成
績
優
秀
な
生
徒
で
経
済
的
理
由
に

　

よ
り
修
学
困
難
な
方

②
高
等
学
校
お
よ
び
大
学
、
ま
た
は
こ

　

れ
と
同
等
程
度
の
学
校
に
修
学
中
・

　

修
学
予
定
の
方
（
予
備
校
は
不
可
）

■
貸
与
限
度
額

▼
高
等
学
校
…
月
額
１
万
５
千
円
以
内

　
（
年
額
18
万
円
以
内
）

▼
大
学
お
よ
び
短
大
な
ど
…

　

月
額
５
万
円
以
内（
年
額
60
万
円
以
内
）

■
貸
与
期
間　

修
学
期
間
中

■
貸
与
方
法

　

４
月
、
10
月
に
６
カ
月
分
を
貸
与

■
返
済
期
限

▼
高
等
学
校
・
短
大
な
ど
…

　

卒
業
後
５
年
以
内
（
同
等
程
度
の
専

修
専
門
学
校
な
ど
を
含
む
）

▼
大
学
…
卒
業
後
８
年
以
内

■
申
込
期
間

　

令
和
４
年
２
月
７
日
㈪
～
28
日
㈪

■
利
子　

無
利
子

■
申
し
込
み
方
法

　

申
請
書
類
は
期
間
中
に
役
場
学
校
教

案内案内

町
育
英
貸
与
金
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

町
育
英
貸
与
金
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の

発
生
時
に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か

ら
の
緊
急
情
報
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

伝
達
手
段
を
用
い
て
皆
さ
ま
へ
お
伝
え

し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
町
内
で
防
災

行
政
無
線
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や

　

武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
国
か
ら

　

送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
人
工
衛

　

星
な
ど
を
活
用
し
て
瞬
時
に
情
報
伝

　

達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

■
緊
急
情
報
伝
達
試
験
日

　

令
和
４
年
２
月
16
日
㈬　

11
時
ご
ろ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

安
全
対
策
係

　
（
内
線 

２
２
２
４ 
担
当 

寺
嶋
龍
司
）

案内案内

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す

◆緊急情報伝達試験内容

情報伝達手段 内　容

防災行政無線
の放送

　町内に設置してある防災行政無線（屋内の
戸別受信機・屋外スピーカー）から、毎月１
日に実施している定時試験放送と同じくらい
の音量で次の放送内容が一斉に放送されます。

【放送内容】
「これは、Ｊアラートのテストです。」×３

＋防災行政無線チャイム

育
課
に
用
意
し
ま
す
。
申
請
書
類
が
多

い
た
め
、
お
早
め
に
受
け
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。　

■
そ
の
他

①
審
議
会
の
審
査
に
よ
り
貸
与
者
を
決

　

定
し
、
結
果
を
４
月
上
旬
に
発
送
し

　

ま
す
。

②
入
試
の
結
果
、
修
学
が
不
可
と
な
っ

　

た
場
合
に
は
貸
与
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局　

学
校
教
育
課

　
（
内
線 

２
３
０
４ 

担
当 

冨
澤
郁
未
）

中央公民館中央公民館　　図書情報図書情報
◆児童図書
『ノラネコぐんだん きしゃぽっぽ』　… 工藤ノリコ
『パンどろぼうVSにせパンどろぼう』… 柴田ケイコ
◆一般図書
『黄金旅程』 ……………………………… 馳　　星周
『黒牢城』………………………………… 米澤　穂信
『神曲』…………………………………… 川村　元気
『同志少女よ、敵を撃て』……………… 逢坂　冬馬

◆おすすめの一冊
『戦国人- 上州の150傑-』… 群馬県立歴史博物館 編

　県立歴史博物館で開催してい
た「上州の戦国人」講座での発
表内容をさらに充実させ、書籍
化しました。執筆者は、県内外
で活躍する大学教員や文化財関
係者など14名で執筆しました。
■問い合わせ先
　中央公民館（☎ 68-2412）

著
著

著
著
著
著
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町からのお知らせ町からのお知らせ

　

町
で
は
「
吾
妻
峡
レ
ー
ル
バ
イ
ク
Ａ-

Ｇ
ａ
ｔ
ｔ
ａ
ｎ
！
」
の
運
営
ス
タ
ッ
フ

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
業
務
内
容

　

自
転
車
型
ト
ロ
ッ
コ
の
運
行
、
施
設

整
備
、
予
約
受
付
業
務

■
募
集
人
数　

２
名
程
度

■
応
募
条
件

①
平
日
、
土
日
祝
日
を
含
む
週
２
日
以

　

上
の
勤
務
が
可
能
な
方

②
普
通
自
動
車
免
許
（
必
須
）、
原
付
二

　

種
免
許
（
任
意
）
を
持
っ
て
い
る
方

■
勤
務
先

　

吾
妻
峡
周
辺
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

　
（
松
谷
集
会
所
）

　

大
字
松
谷
８
６
８-

１

■
給
料
・
手
当　

時
給
８
９
７
円

※
通
勤
手
当
あ
り

募集募集

吾
妻
峡
レ
ー
ル
バ
イ
ク
「
Ａ

吾
妻
峡
レ
ー
ル
バ
イ
ク
「
Ａ--

Ｇ
ａ
ｔ
ｔ
ａ
ｎ
！
」
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

Ｇ
ａ
ｔ
ｔ
ａ
ｎ
！
」
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

あ
が
つ
ま
共
同
霊
園
集
会
所
は
、
昭

和
56
年
12
月
の
設
置
以
降
、
町
民
の
親

睦
と
融
和
を
図
り
、
住
民
生
活
の
充
実

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
建
物
の
老
朽

化
や
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
、
令
和
４

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
用
途
を
廃
止
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

案内案内

あ
が
つ
ま
共
同
霊
園
集
会
所
の
用
途
を
廃
止
し
ま
す

あ
が
つ
ま
共
同
霊
園
集
会
所
の
用
途
を
廃
止
し
ま
す

　

な
お
、
一
昨
年
度
か
ら
開
催
に
当
た

り
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
バ
ザ
ー

品
に
つ
い
て
は
次
年
度
開
催
時
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
局

　
（
☎
68
・
２
７
７
２ 

担
当 

湯
本
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
誠
に
残
念
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
今
年
度
に

お
い
て
も
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
を
中
止
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

案内案内

令
和
３
年
度
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
開
催
中
止

令
和
３
年
度
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
開
催
中
止

　

長
年
に
わ
た
り
、
当
施
設
を
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課　

環
境
対
策
係

　
（
内
線 

２
１
２
３ 

担
当 

日
野
宗
孝
）

■
申
し
込
み
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
あ
る
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
役
場
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

令
和
４
年
２
月
28
日
㈪
必
着

■
試
験
方
法　

面
接

■
任
用
期
間

　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

令
和
５
年
３
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

地
域
振
興
係

　
（
内
線 

２
２
４
１ 

　

担
当 

寺
嶋
宮
野
・
佐
藤
悟
道
）
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花
の
駅
と
替
は
る
広
場
の
片
す
み
に

不
動
明
王
黙
し
た
た
ず
む

荻
原　

富
江

火
を
さ
け
て
千
秋
楽
の
「
秋
」
の
字
を

江
戸
の
歌
舞
伎
は
「
穐
」
を
用
ゐ
き
か

明　

日　

香

「
Ａ
」
カ
ッ
プ
に
も
な
れ
ぬ
と
ふ
孫
娘
に

垂
れ
乳
ば
あ
は
「
Ｚ
」
と
う
そ
ぶ
く

町
田
と
よ
ゑ

先
を
ゆ
く
人
の
無
き
道
帰
る
道

虫
も
鳴
か
ず
に
な
り
て
久
し
も青

木　

ソ
メ

茶
を
点
て
て
ひ
と
り
静
か
な
と
き
持
つ
は

憂
さ
を
忘
る
る
至
福
と
い
は
む藤

原　

公
子

「
会
へ
ぬ
間
の
お
し
ゃ
べ
り
は

取
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
」

コ
ロ
ナ
禍
憂
ふ
孫
へ
の
た
よ
り

菅
谷
千
恵
子

若
き
日
に
看
護
学
び
し
友
と
会
ふ

お
も
か
げ
残
す
も
皆
老
い
た
り
て

小
林
千
豆
子

秋
び
よ
り
菜
畑
は
緑
ふ
さ
ふ
さ
と

　

夕
日
に
照
り
て
山
茜
い
ろ

冨
田　

は
る

「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
と

　

老
骨
な
だ
め
腰
あ
ぐ
る

　
　

白
銀
光
る
遠
き
山
脈

東　

曙　

美

投
稿　

短
歌　

～
谺
短
歌
会
～

投
稿　

軽
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

　

令
和
３
年
12
月
５
日
に
町
民
体
育
館
で

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催
「
軽
ス
ポ
ー

ツ
講
習
会
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
園
児

か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
23
名
（
内

ス
タ
ッ
フ
11
名
）
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
落
ち
着
い
て
き
た
時

期
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、体
温
測
定・消
毒・

マ
ス
ク
着
用
で
予
防
策
を
万
全
に
し
て
軽

ス
ポ
ー
ツ
３
種
目
を
行
い
ま
し
た
。
青
木

委
員
の
指
導
の
も
と
、
準
備
体
操
を
行
っ

て
い
ざ
ス
タ
ー
ト
。

　

ま
ず
は
、
今
回
で
５
回
目
と
な
る
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
で
す
。
萩
原
委
員
の
ル
ー
ル
説

明
後
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー▲ 町民体育館で記念撮影

ル
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ル
ー
ル
を
ミ
ッ
ク

ス
し
、
１
チ
ー
ム
４
名
で
行
う
ゲ
ー
ム
で

す
。
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を
使
う
た
め
、
海
辺

で
遊
ぶ
よ
う
な
感
覚
で
楽
し
め
ま
す
。

　

次
は
、
斎
藤
高
弘
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
で
す
。チ
ャ

ン
バ
ラ
ご
っ
こ
を
競
技
化
し
た
も
の
で
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
柔
ら
か
い
剣
を

使
い
ま
す
。
怪
我
の
心
配
が
少
な
く
、
剣

道
の
よ
う
に
礼
に
始
ま
っ
て
礼
に
終
わ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

最
後
に
、
ペ
タ
ン
ク
を
行
い
ま
し
た
。

須
田
事
務
局
員
よ
り
ル
ー
ル
説
明
が
行
わ

れ
、
３
組
に
分
か
れ
て
対
戦
し
ま
し
た
。

ペ
タ
ン
ク
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
氷
上

で
行
う
カ
ー
リ
ン
グ
を
体
育
館
の
床
の
上

で
行
う
感
じ
で
す
。

　

３
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を
終
え
、
心
地
よ

い
疲
れ
と
充
実
感
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
特

に
子
ど
も
た
ち
の
尽
き
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
は
、
我
々
大
人
も
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま

し
た
。
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
良
い
と
こ
ろ
は
、

誰
に
で
も
楽
し
め
る
こ
と
で
す
。「
運
動
を

し
た
ほ
う
が
良
い
と
わ
か
っ
て
い
る
け
れ

ど
、
な
か
な
か
機
会
が
な
い
」
と
考
え
て

い
る
方
に
は
、
ぜ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

会
主
催
の
行
事
へ
の
参
加
を
お
勧
め
し
ま

す
。
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
体
力
づ
く

り
や
ス
ト
レ
ス
解
消
を
し
ま
し
ょ
う
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
長　
宮
﨑　
忠
明



　　　　 　　　　 みんなの広場みんなの広場

あたたかい こころあたたかい こころ

ありがとうありがとうございましたございました

◆ 町へ◆ 町へ
❀ ❀ 絵画　１枚絵画　１枚

脇屋　主三脇屋　主三  さまさま

◆ 吾妻峡温泉天狗の湯へ◆ 吾妻峡温泉天狗の湯へ
❀ ❀ 柚子（冬至用）　20㎏柚子（冬至用）　20㎏

片貝　新一郎片貝　新一郎  さまさま

・
障
子
張
り
替
へ
て
ち
ち
は
は
居
る
や
う
な

荒
井　

孝
子

・
露
に
ぬ
れ
朝
の
小
道
を
散
歩
か
な

竹
内　

芳
子

・
蒟
蒻
掘
り
時
折
か
ざ
す
焚
火
か
な

高
橋　

見
城

・
冬
す
み
れ
舗
装
押
し
上
ぐ
木
の
根
つ
こ

荻
原　

富
江

・
引
越
し
の
友
に
手
渡
す
今
年
米

関
本
都
留
子

・
冷
や
か
や
並
ぶ
石
仏
鼻
欠
け
て

篠
原　

敏
子

・
ふ
と
見
れ
ば
朝
日
輝
く
雪
浅
間

小
林　

瞭
太

乾
き
た
る
師
走
の
風
に
干
し
柿
は

重
く
揺
れ
つ
つ
甘
さ
増
し
ゆ
く高

橋　

春
江

収
穫
を
終
へ
た
る
隠
元
の
藪
こ
は
し

春
に
備
へ
て
土
を
耕
す

田
村
マ
リ
子

出
ぶ
し
ょ
う
の
吾
を
誘
ひ
て
孫
夫
婦

海
風
か
ほ
る
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
見
す

橋
爪　

治
子

目
交
の
山
の
傾な

だ

り
の
葉
は
落
ち
て

日
差
し
に
温
も
る
山
里
の
秋

茂
木
い
そ
江

晩
秋
の
日
差
し
の
中
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

老
い
ら
は
一
斉
に
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
脱
ぐ

山
田　

暁

百
年
の
苦
楽
を
深
き
空う

ろ洞
の
見
せ

李
の
大
樹
は
今
日
伐
ら
れ
た
り石

田
千
嘉
子

眼
を
病
み
し
義
母
の
か
た
は
ら
に
置
か
れ
た
る

ノ
ー
ト
と
ペ
ン
と
国
語
の
辞
典石

田
由
美
子

つ
つ
が
な
く
過
ご
せ
し
日
日
の
五
年
誌
を

古
稀
を
迎
へ
て
新
し
く
す
る

猪
野　

房
江

突
然
の
雪
景
色
な
る
庭
木
木
に

一
羽
の
小
鳥
の
飛
ぶ
様
を
見
る大

塚　

綾
子

強
風
の
師
走
の
霊
園
寒
ざ
む
と

塔
婆
の
音
の
み
か
た
か
た
と
鳴
る

斎
藤
由
喜
子

投
稿　

令
和
４
年

　
　
　
　

東
吾
妻
町
文
化
祭

　

～
岩
櫃
俳
句
会
～

投
稿　

短
歌　

　

～
あ
づ
ま
野
い
ち
ご
短
歌
会
～

紅
葉
狩
り
と
賑
は
ふ
時
も
去
り
行
き
て

裸
木
の
み
の
榛
名
山
並

佐
藤　

律
子

病
癒
え
三
月
ぶ
り
な
る
畑
中
の

冬
の
野
菜
は
草
に
埋
も
る

関
本　

こ
う

・
明
け
方
の
雪
に
真
向
か
ふ
電
車
か
な

小
林　

瞭
太

・
短
日
の
足
を
速
め
る
夕
散
歩関

本
よ
し
子

・
干
柿
や
稽
古
仲
間
に
別
け
も
し
て

篠
原　

敏
子

・
秋
天
を
青
々
返
す
ダ
ム
湖
か
な

・
病
室
の
窓
よ
り
望
む
秋
の
空竹

内　

芳
子

・
真
青
な
る
空
よ
り
枇
杷
の
花
に
ほ
ふ

・
冬
蜂
の
日
向
に
し
ば
し
ホ
バ
リ
ン
グ

荻
原　

富
江

投
稿　

俳
句　

～
麻
の
実
俳
句
会
～

あづま温泉 あづま温泉 桔梗館桔梗館  だよりだより
　日ごろより『あづま温泉 桔梗館』をご利用いただきありが
とうございます。今月のイベント情報をお知らせします。
★ 14 日㈪はバレンタインデー　
　来館された男性のお客さまには、プレゼントを贈呈します。
★ 14 日㈪～ 20 日㈰は大人回数券購入キャンペーン
　大人回数券（5,000 円、12 枚つづり）を購入いただくと入
館無料券を１枚プレゼントします。
■問い合わせ先　あづま温泉「桔梗館」（☎ 59-3533）
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　２月分の納期限は２月 28 日です　２月分の納期限は２月 28 日ですまちの人口
～令和４年１月１日現在～

	 ●男	 6,387 人

	 前月比	 （－　９人）

	 ●女	 6,569 人

	 前月比	 （－　7 人）

	 ●人口	 12,956 人

	 前月比	 （－ 16 人）

	 ●世帯数	 5,543 世帯

	 前月比	 （－６世帯）

口座振替をご利用の方は口座預貯
金残高を確認しておいてください

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３３
月月

住民税 ※ ○ ○ ○ ○ ※
固定資産税 ○ ○ ○ ○
国民健康保険税 ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
軽自動車税 ○
介護保険料 ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 ( 簡易水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営住宅使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ○ ○ ○
後期高齢者医療保険料 ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

※は条件によっては徴収と
なる場合があります。

白菜と豆腐のスープ白菜と豆腐のスープ
東吾妻町東吾妻町
食生活改善推進協議会食生活改善推進協議会 (No.191)(No.191)野菜野菜を  を  プラス   １品１品 【汁物】 【汁物】

令和３年度　各種募金の報告令和３年度　各種募金の報告
　令和３年度の各種募金は、皆さまのご協力により次のとおり集まりました。ここでご報告申し上げ、　令和３年度の各種募金は、皆さまのご協力により次のとおり集まりました。ここでご報告申し上げ、
お礼とさせていただきます。（令和４年 1 月７日現在）お礼とさせていただきます。（令和４年 1 月７日現在）

■日赤会費■日赤会費
区　分 件　数 金　額

個人 ( 区長扱い ) 4,323 2,161,500
法　人 82 643,000

日赤奉仕団 158 79,000
原町日赤職員 313 411,000

合　計 4,876 3,294,500

■歳末たすけあい募金
区　分 件　数 金　額

一般 ( 区長扱い ) 4,278 918,814
団　体 1 20,000
合　計 4,279 938,814

■赤い羽根共同募金
区　分 件　数 金　額

一般 ( 区長扱い ) 4,254 1,273,251
学　校 6 30,266
募金箱 6 27,200
合　計 4,266 1,330,717

■問い合わせ先　保健福祉課　福祉係
（内線  2134 担当  大塚安由美）

つくりかた
①かつお節はお茶パックに入れ、鍋に水・昆布を入れて火に
　かけます。
②白菜は３～４㎝幅のそぎ切りにし、葉と軸を分けておきます。
　にんじんはピーラーで薄くスライスします。豆腐は幅４～
　５㎝、長さ１㎝程度の大きさに切ります。
③①の鍋に白菜の軸とにんじ
　んを入れ、煮立ったら、白
　菜の葉を加えて柔らかくな
　るまで煮ます。
④柔らかくなったら、だしパッ
　クと昆布を取り出します。
　豆腐を加え、温まったらト
　ウバンジャンと塩を加えて
　完成です。

今月の
おすすめレシピ

材　料 （3人前）
白　菜…………………………
絹ごし豆腐……………………
にんじん………………………
トウバンジャン…
塩　　…………
【だし汁】
水　　…………………………
かつお節………………………
昆　布…………………………

200 ｇ
200 ｇ
30 ｇ

小さじ１/２（2.5 ｇ）
小さじ１/３（1.5 ｇ）

500ml
２パック

10cm

【１人分】
エネルギー　53kcal

タンパク質　4.3 ｇ
食塩相当量　0.6 ｇ

寒い時期には身体が温まりま
す。パンやご飯にも合います。
白菜がない時期は
キャベツでも作れ
ます。

＜材　料＞
だしがらかつお節……２パック分
だしがら昆布（細切り）…10㎝分
水………………1/2 カップ（100㎖）
しょうゆ…………………大さじ１
砂　糖……………………大さじ１
酒…………………………大さじ１
みりん……………………小さじ１
＜つくりかた＞
小なべに材料を入れ弱火にかけ
て、水分がなくなるまで煮ます。
仕上げにいりごまを
加えてもおいしく出
来上がります。

だしがらを捨てないで活用！
こんぶとおかかの佃煮

この広報紙は環境に配慮した紙を使用しています。 22




